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Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
た
米
国
と
の
協
議
の
内
容
の
公
開
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日
の
衆
議
院
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
私
の
質
問
に
対
す
る
野
田

総
理
の
答
弁
に
よ
れ
ば
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
た
米
国
と
の
協
議
に
お
い
て
、
先
方
の
主
要
関
心
事
項
は
、
自
動
車
、
保

険
、
牛
肉
で
あ
る
。
先
般
の
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
首
脳
会
談
に
お
い
て
も
、
オ
バ
マ
大
統
領
は
先
の
三
分
野
の
う
ち
、
自
動
車
を

最
初
に
指
摘
し
た
と
の
こ
と
で
あ
り
、
米
国
側
の
関
心
を
巡
り
、
日
米
間
で
は
「
ア
イ
デ
ア
の
や
り
取
り
」
が
行
わ
れ
て
い
る

旨
、
総
理
答
弁
が
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
向
け
た
各
国
と
の
協
議
の
内
容
を
国
民
に
広
く
提
供
し
、
理
解

を
求
め
て
い
く
趣
旨
で
開
設
さ
れ
て
い
る
内
閣
官
房
国
家
戦
略
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
六
月
十
七
日
現
在
、
こ
れ
ら
の
事

実
に
関
す
る
情
報
提
供
は
何
ら
な
さ
れ
て
い
な
い
。
我
が
国
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
参
加
の
検
討
は
慎
重
に
進
め
ら
れ
る

べ
き
で
あ
り
、
国
民
へ
の
可
能
な
限
り
詳
し
い
情
報
提
供
が
欠
か
せ
な
い
と
の
立
場
か
ら
、
本
件
に
関
し
、
以
下
六
項
目
に
わ

た
り
質
問
す
る
。

一

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
四
日
の
総
理
答
弁
を
踏
ま
え
、
米
国
の
主
要
関
心
事
項
が
自
動
車
、
保
険
、
牛
肉
で
あ
り
、
日

米
間
で
は
「
ア
イ
デ
ア
の
や
り
取
り
」
が
行
わ
れ
て
い
る
事
実
は
、
事
実
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
内
閣
官
房
の
見
解
を
伺
う
。

一



二

与
党
国
会
議
員
の
会
合
に
お
い
て
、
内
閣
官
房
は
、
平
成
二
十
四
年
六
月
一
日
付
け
文
書
「
自
動
車
に
つ
い
て
の
米
側
関

心
事
項
」
と
し
て
、
透
明
性
、
流
通
、
技
術
基
準
、
認
証
手
続
き
、
新
／
グ
リ
ー
ン
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
及
び
税
の
六
項
目
を

挙
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
で
あ
る
の
か
、
確
認
す
る
。

三

二
の
六
分
野
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
貿
易
手
続
き
や
国
内
制
度
に
お
い
て
、
「
障
壁
」
と
言
わ
れ
る
問
題
点
が
具
体
的
に

存
在
す
る
の
か
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

四

二
の
事
実
及
び
三
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
国
民
に
広
く
公
表
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
内
閣
官
房
の
見
解
を
伺
う
。

五

現
時
点
に
お
い
て
、
な
お
、
米
国
政
府
か
ら
自
動
車
に
つ
い
て
の
「
個
別
具
体
的
な
要
求
」
は
無
く
、
関
心
の
表
明
と
日

米
間
の
ア
イ
デ
ア
の
交
換
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
に
変
化
は
無
い
の
か
、
確
認
す
る
。

六

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
参
加
の
検
討
は
、
「
米
国
政
府
か
ら
個
別
具
体
的
な
要
求
」
が
あ
っ
て
初
め
て
前
進
す
る
と
す
れ
ば
、
検

討
に
は
ま
だ
か
な
り
の
期
間
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
伺
う
。

右
質
問
す
る
。

二


